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「もう一つの十周年」 

コロナ禍の不自由な中ではありましたが、私たちにとっては信仰の一つのエポック

となる新会堂献堂十周年を祝うことが出来、記念誌と記念礼拝を予定通り終える事が

出来ました。皆様のご協力と祈りによるお支えに心から感謝するとともに、主の恵み

に感謝をお捧げいたします。 

私にとって今年はもう一つの十周年がありました。 

それは、記念誌にも書いたことですが、会堂を建てる契約を結んだのが2011年3月10日

で、その翌日があの東日本大震災が起きた事です。 

震災が起きて間もなく、会堂の設計をして下さった川上悟兄（ウェスレアンホーリ

ネス教団、山形南部教会会員）が中心となって宮城県岩沼に拠点を借りて、２～３日

泊りがけで復興支援を始められたことでした。田畑が海水をかぶり、床下にヘドロが

入り、悪臭や衛生面からも対策が急がれる状態でした。 

 川上兄との繋がりもあり、町田からも脇先生を始め、私や宇田川兄（現在オースト

ラリア在住）と一緒に、何度か応援に行きました。私と一緒に南仙台教会で洗礼を受

けた兄弟が気仙沼に居り、床上浸水後の悪臭の除去に効果があった薬剤を岩沼でも使

わせて貰う事にして準備が進められていたようで、これを床下や海水に浸かった田畑

に散布するのが主な奉仕でした。昼の作業を終え、夕食後にお互いに自己紹介の時間

となり、私の生まれ故郷の町の名前が出ました。山形南部教会牧師の岡先生がこの町

にある「キリスト教独立学園」で私の父に教わったと言う話をして下さり、思わぬ出

会いが有りました。石巻、山形、千葉、埼玉、静岡その他からも応援が有りました。 

 幸い、散布に用いた薬剤は消臭に効果がある事は分かりましたが、海水に浸かった

田畑に効果があるかどうかは、奉仕をしている時点では誰にも分らない事でした。農

家の方々は、２～３年は作物を植えても収穫は無理だろうと予想される方が多かった

ように思います。しかし、秋になって大変立派な白菜をお礼にと送って下さった方が

あって大変驚くと同時に、感謝をしたことを覚えています。 

 この支援活動では、地域と一体となって、地区長などが地区のどの農家の畑に散布

を行うかを割り振って頂き、私達はそのスケジュールに従って奉仕をしました。 

だんだん奉仕が進むにつれて、お互いの間に信頼関係が生まれ、集会所のような所で

聖書の話をするように成って行き、現在は日曜の礼拝を持つまでになっていると聞い

ています。この奉仕を通して学んだことは、神の備えの素晴らしさと恵みでした。 

 

 主はシオンを慰め／そのすべての廃虚を慰め／荒れ野をエデンの園とし／荒れ地を

主の園とされる。そこには喜びと楽しみ、感謝の歌声が響く。（イザヤ 51：3） 

     （長岡 秀彦） 

 



 
11月役員会決定事項 

・10月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・11月 21日はバイリンガル礼拝で、聖餐式も行う。衛生面に配慮した聖餐セットを使い、祐子先生に司

式をお願いする。 

・11月 22日～27日の林アメリ―さんキルト展の時間を午前 11時～午後 3時とする。最終日の土曜日

は午前 10時～12時とする。開催期間中は毎日教会員が 2，3名で受け付けなど対応する。期間中 

 清水さん・白井さんの手作りクリスマスカードの販売を行う。売上の 3割を教会に献金していただく。 

・12月 19日(日)のクリスマス礼拝・キャンドルサービスは会堂で行う。教会員以外の来会者には新型コ

ロナウィルスの感染予防対策を知らせ、名前と電話番号の記入をしてもらう。チラシは近隣へのポス

ティングと知り合いへの案内とし、1,000枚作成する。音楽ゲストのお 2人に謝礼を 1万円ずつお渡し

する。 

・献堂十周年記念礼拝で特別賛美をしてくださったグリーンノートにも謝礼 1万円をお渡しする。 

・大槻次代姉(現在会友)の教会員入会が承認された。 

 

               

 

 


